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LOTUS  ROOT

自分が余命宣告を受けたと仮定して、自分に残された時間をどう使うかを真剣に考える。また自分一人の時間は何に使うかを考える。他の人が関わらないでも済むことの中で「自分が何を望んでいるか」を意識して行動の選択をしよう。

お上りさん
２０２3年6月28日（水）おきらく

日　記

東京の芝にある浄土宗の大本山
増上寺へお参りしてきた。徳川将軍家の御霊
屋にも、お参りさせていただき説明を受け
た。境内に近々行われる七夕まつり法要のポ
スターが貼られ、沢山の願い事が書かれた短
冊が吊るしてあった。「健康になりますよう
に」「家内安全」等、
いろんな願い事が
100円でお願いでき
るシステムだった。さ
て私も一つ何か書く
なら？…と考えた。
「一天四海皆帰妙法、
末法万年広宣流布」　
これしかないやん。　
阿弥陀様は叶えてくれ
るのかな？

『
日
蓮
大
聖
人
涅
槃
図
』
妙
榮
教
会
所
蔵

『
日
蓮
大
聖
人
涅
槃
図
』
妙
榮
教
会
所
蔵



2023年6月20日（火）

棺に生まれて初めて入ってみた。
思ったよりも枕も敷き布団もフワフワで、寝心
地が良い。温かみもあり、私にはちょうど良い
広さで、囲まれている安心感からか、蓋を閉め
られても落ち
着 い た 居 心
地。最近の映
画「最後まで
行く」では、
死体が二人入
れられていた
が、それには
ちょっと無理
があるな、と
思った。どち
らにしても棺
桶に自分の足
で 入 れ る の
は、今しかな
い。

おきらく

日　記

安心してください。
　　　生きてますよ

建
設
志
納
者

二
〇
二
三
年
度
四
月
〜
八
月

枝
澤
　
安
子
　
　
一
五
、
〇
〇
〇
円

金
光
　
則
子
　
一
二
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
智
孝
　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

御
宝
前
・
お
供
え

四
月

鎌
田
　
秀
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

木
住
多
美
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
　
良
枝
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

中
河
加
代
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

永
尾
　
嘉
基
　
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円

永
田
　
国
夫
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

山
﨑
　
忠
博
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

渡
邊
　
攝
子
　
　
三
〇
、
〇
〇
〇
円

五
月

紙
野
　
　
豊
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
　
良
枝
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
村
　
壽
志
　
　
三
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

六
月

今
井
　
啓
之
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

岩
根
　
竜
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

五
谷
　
　
香
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
内
　
京
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

永
尾
　
嘉
基
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

藤
本
登
美
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　
六
〇
、
〇
〇
〇
円

七
月

秋
山
　
　
榮
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

秋
山
　
瑞
枝
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

植
木
ま
り
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

鈴
木
　
律
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
英
生
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

玉
野
　
　
功
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
　
良
枝
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

田
邉
　
靖
雄
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

冨
永
　
初
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

馬
場
　
偉
夫
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

村
上
　
晃
一
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

増
田
　
修
一
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
社
教
会

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

八
月

明
渡
　
伸
一
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

國
定
　
静
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤
　
秀
幸
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

土
井
　
　
勉
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
河
加
代
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

永
尾
　
嘉
基
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

満
座
供
養
者

開
山
会

臼
井
　
　
彰
　
・
　
大
江
　
　
恵

亀
田
美
奈
子
　
・
　
新
間
　
智
孝

福
田
　
　
京
　
・
　
三
木
　
紀
枝

三
丸
　
秀
文
　
・
　
山
内
　
哲
夫

盆
せ
が
き

大
江
　
　
恵
　
・
　
田
　
中
　
家

田
中
長
生
堂
　
・
　
田
中
芙
美
子

寺
川
　
真
弓
　
・
　
中
村
　
侑
子

長
尾
　
嘉
郎
　
・
　
西
川
雄
一
郎

 新年度繰越金内訳

寺債金会計 4～8月 2023年4月1日～
　　2023年8月31日

収　　　入（円）

0
0
0
0

10,011,502
10,011,502

支　　　出（円）

現金  ……………………… 0円
りそな普通預金 …10,011,502円
郵便振込金  ……………… 0円

合計  ………………10,011,502円

志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
3月からの繰越金
合　　計

0
2,800,000

39
2,800,039
7,211,463
10,011,502

志納金へ
返還金
振込手数料

支出小計
9月への繰越金
合　　計

生きている間に時間を積み重ねておくことによって、仮に遺された側になっても「心は繋がっている」と安心することが出来る。人生において大切なものは、家族の愛情、同僚との友情、仕事の信頼など目に見えないものである。

　 いのちに合掌 Vol . 38（2）令和５年10月13日

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計 4～8月 2023年4月1日～2023年8月31日

現金  ………………………… 0円
りそな普通預金 …… 3,171,147円
郵便振込金  ………………… 0円

合計  …………………3,171,147円

 翌月繰越金内訳

235,000

0
18
0

3,000,000
0
0

3,235,018
4,153,451
7,388,469

4,165,000
0

52,322

4,217,322
3,171,147
7,388,469

志納金
　
　
自家壇冥加金　
利　息
自我偈写経
自家納骨壇
収益事業より
護持会より
 

収入小計
3月から繰越金
合　　計

借入金返済
振込手数料
支払利息

支出小計
9月への繰越金
合　　計

皆さんは一般的に「迷惑」と
聞くと、他人から厄介な目に
遭わされて困るっていう意味
で使うよね。でもね、本当は
仏教用語で法華経の方便品
にも出てくるよ。文字どおり
「迷い戸惑う」という意味で
私たちが仏さまの教えに迷っ
てしまい、正しい道を見失っ
た時に使うんだ。一乗とは法
華経の事で、この後は「破法
堕悪道」と続くよ。ヒェ～～

聞
仏
説
一
乗

　

 

迷
惑
不
信
受

参
考
情
報
　

「
が
〜
も
ん
1
0
8
号
」

大
阪
日
蓮
宗
青
年
会

「
じ
つ
は
身
近
な
仏
教
用
語
」

日
蓮
宗
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト



2023年7月6日（木）

還暦記念に大腸の内視鏡検査を、
初めて受けることにチャレンジした。ところが
肝心の検査予定日に葬儀が入ってしまい、どう
しょうかと悩んで運営会議に諮ってみた。体験
者が結構おられて、「それは無理」「下剤を飲
むのが大変」「出してしまえば止まる」「検査
日を変更するべき」様々な意見を耳にした。
結局検査の時間に葬儀はかかっていないので、
問題は下剤である。先生に相談した結果、前日
の通夜後に下剤を服用し、便を出し切ってしま
い、そこから検査まで完全絶食。葬儀にはオム
ツを買って装着して臨み、念のため清水上人と
二人で勤めた。お漏らしすることなくお勤めを

無事終えて、検査
を受けたらポリー
プが３つも見つか
り摘出してもらっ
た。そして禁酒期
間が５日も延び
た。　これが一番
痛い・・・。

おきらく

日　記

安心してください。
　　　はいてますよ

立正安国・お題目結縁運動（3）Vol . 38 令和５年10月13日

仕事で成功し金持ちになって、人からチヤホヤされる。美味しいものを沢山食べて、いい家に住むことを「幸せ」と感じるのには限界があり、失う恐怖がつきまとう。自分が困難な状況でも人を幸せにする方法を模索しよう。

寺
債
と
い
う
終
活
方
法
の
提
案

身
寄
り
の
な
い
方
や
子
供
が
い
て
も
葬
儀
を
任
せ

る
の
に
不
安
の
あ
る
方
に
は
寺
債
を
し
て
い
た
だ

く
方
法
が
お
勧
め
で
す
。
寺
債
と
は
20
年
以
上
も

前
か
ら
当
山
が
行
っ
て
い
る
制
度
の
ひ
と
つ
で
、

皆
様
か
ら
お
金
を
借
り
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
当
初

は
建
築
費
用
に
充
て
る
つ
も
り
で
始
ま
っ
た
制
度

で
す
が
、
最
近
は
自
分
の
葬
儀
の
為
に…

と
終
活

の
一
環
と
し
て
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
前
も
っ
て
葬
儀
の
費
用
を
お
寺
へ
預
託
し

て
お
く
の
で
す
。
お
寺
を
受
取
人
に
指
定
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
、
そ
の
場
合
は
本
人
が
お

亡
く
な
り
な
っ
た
時
点
か
ら
、
ご
遺
体
を
病
院
か

ら
引
き
取
り
、
お
寺
へ
連
れ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
生
前
に
本
人
か
ら
聞
い
て
い
た
希
望
通

り
の
通
夜
葬
儀
を
行
い
、
火
葬
か
ら
収
骨
に
至
る

ま
で
お
寺
が
責
任
を
も
っ
て
履
行
し
ま
す
。

預
託
金
額
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
の
永

代
供
養
ま
で
申
し
込
む
こ
と
も
出
来
ま
す
。

ご
家
族
が
い
な
い
方
や
自
分
の
葬
儀
を
任
せ
る
方

が
い
な
い
場
合
は
、
お
寺
が
責
任
を
持
ち
ま
す
。

こ
の
制
度
は
お
寺
や
住
職
で
あ
る
私
を
信
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
成
り
立
つ
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
ま
で
１
度
も
ト
ラ
ブ

ル
は
な
く
遺
族
が
お
ら
れ
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
制
度
で
す
。

ど
こ
ま
で
を
望
ま
れ
る
か
に
よ
っ
て
も
費
用
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
二
百
万
円
預
け

て
頂
け
れ
ば
、
収
骨
初
七
日
ま
で
は
履
行
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
資
料
も
あ
り
ま
す
の
で

お
寺
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

妙
法
華
院
住
職　

新
間
智
孝

ご自分の
お葬式や
供養の費用を
前もってお寺に
預けるプラン

参
考
情
報

「
葬
式
仏
教
」
を
考
え
る　

現
代
宗
教
研
究
所

「
伊
丹
本
泉
寺
の
ラ
ジ
オ
D
E
い
〜
話
」
Ｆ
Ｍ
い
た
み

「
も
し
も
あ
と
一
年
で
人
生
が
終
わ
る
と
し
た
ら
」　

小
澤
竹
俊
著

『
葬
儀
は
自
力
で
運
営
で
き
る
』兵
庫
東
部
社
会
教
化
事
業
協
会
研
修
会

次
世
代
と
の
懸
け
橋

家
族
皆
が
チ
コ
ウ
さ
ん
と
言
え
る
関
係
に

檀
家
さ
ん
の
窓
口
は
、そ
の
家
で
一
番
高
齢
者
の
方
が

断
然
多
い
。そ
の
方
が
認
知
症
に
な
っ
た
り
長
期
入
院

さ
れ
て
初
め
て
次
の
世
代
に
窓
口
が
移
る
。身
内
は
高

齢
者
の
変
化
に
気
が
付
き
に
く
い
の
か
、は
た
ま
た

ち
ょっ
と
お
か
し
い
な
と
思
っ
て
も「
大
丈
夫
」と
都
合

良
い
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
か
、医
者
に
連
れ
て
い

く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
と
感
じ
る
。認
知
症
外
来
を
早

期
か
ら
受
診
す
れ
ば
、も
っ
と
軽
い
段
階
で
進
行
を
遅

ら
せ
ら
れ
る
病
気
な
の
に…

と
、い
つ
も
思
う
。

　
お
寺
は
高
齢
者
の
異
変
に
も
っ
と
前
か
ら
気
づ
い
て

い
る
。そ
れ
は
ほ
ん
の
些
細
な
こ
と
か
ら
だ
が
、お
参

り
の
約
束
を
忘
れ
る
、支
払
い
が
遅
れ
る
、言
動
が
少

し
お
か
し
い
等
、檀
家
さ
ん
と
の
付
き
合
い
も
長
く
な

る
と
性
格
や
行
動
バ
タ
ー
ン
は
知
り
尽
く
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、ん
っ
？
と
気
づ
く
。

そ
の
場
合
は
直
接
本
人
に
言
う
の
で

な
く
家
族
に
耳
打
ち
し
た
い
の
だ
が
、

次
世
代
の
顔
も
名
前
も
連
絡
先
も
判

ら
な
い
。元
気
な
う
ち
か
ら
家
族
そ

ろ
っ
て
、お
寺
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

皆さんは一般的に「迷惑」と
聞くと、他人から厄介な目に
遭わされて困るっていう意味
で使うよね。でもね、本当は
仏教用語で法華経の方便品
にも出てくるよ。文字どおり
「迷い戸惑う」という意味で
私たちが仏さまの教えに迷っ
てしまい、正しい道を見失っ
た時に使うんだ。一乗とは法
華経の事で、この後は「破法
堕悪道」と続くよ。ヒェ～～



　

皆
さ
ん
は『
プ
ラ
ン
75
』と
い
う
映
画
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

内
容
は「
満
75
歳

か
ら
死
の
選
択
権
を
与
え
る
制
度
が
日
本
の
国
会
で
可
決
施
行
さ
れ
た
」と
い
う
舞

台
設
定
か
ら
始
ま
り
ま
す
。こ
の
映
画
は
制
度
の
対
象
者
と
施
行
を
勧
め
る
側
そ
し
て
、

そ
の
間
に
立
つ
人
間
と
いっ
た
様
々
な
人
物
の
心
の
揺
れ
を
見
事
に
描
い
て
い
ま
す
。

主
役
は
角
谷
ミ
チ
を
演
じ
る
倍
賞
千
恵
子
。客
室
清
掃
の
仕
事
を
高
齢
に

よ
り
ク
ビ
に
な
っ
て
、家
族
も
い
な
い
彼
女
は
プ
ラ
ン
75
を
検
討
し
始
め
る
。死

を
選
べ
る
と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、人
々
の
生
活
や
思
考
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
多
角
的
に
あ
ぶ
り
だ
し
、見
る
者
そ
れ
ぞ
れ
に「
自

分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
」と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。高
齢
者
だ
け
で

な
く
若
者
世
代
を
含
め
て
心
に
非
常
に
突
き
刺
さ
る
作
品
で
す
。日
本
人

は
お
国
の
為
に
死
ん
で
い
く
事
を
誇
り
に
思
う
国
民
性
、と
い
う
戦
時

中
を
思
わ
せ
る
衝
撃
的
な
言
葉
。「
生
ま
れ
る
時
が
選
べ
な
い
ん
だ
か

ら
、死
ぬ
時
ぐ
ら
い
自
分
で
選
べ
た
っ
て
いい
じ
ゃ
な
い
」と
い
う
Ｃ
М
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
火
葬
さ
れ
埋
葬
さ
れ
る
の
で
寂
し
く
な
い
、

そ
の
日
が
来
る
ま
で
貴
方
に
最
後
ま
で
寄
り
添
っ
て
や
さ
し
く

サ
ポ
ー
ト
、路
上
生
活
者
な
ど
誰
で
も
が
申
し
込
む
と
お
金

が
受
け
取
れ
て
自
由
に
使
え
る
支
度
金
。

も
し
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
無
い
な
ら
私
は
お
薦
め
し
ま
す
。

　

いつ
も
こ
の
寺
報
の
４
面
は
、お
寺
で
あ
っ
た
行
事
の
報
告

や
写
真
を
載
せ
て
い
ま
す
。お
寺
の
行
事
と
い
う
の
は
、先

祖
の
み
な
ら
ず
現
世
の
皆
さ
ん
に
元
気
を
与
え
、生
き

る
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
催
し
も
の
ば
か
り
で
す
。

そ
し
て
高
齢
に
な
っ
て
も
充
実
し
た
生
き
方
を
最

後
ま
で
全
う
し
、笑
顔
で
自
然
な
臨
終
を
迎

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
、日
々
努
力
し
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
貴
方
の

充
実
し
た
生
き
方
を
ご
覧
に
な
り
、ご

先
祖
と
な
ら
れ
た
両
親
は
安
心
す
る
の

で
す
。そ
し
て
い
よ
い
よ
次
に
死
を
迎
え
る

貴
方
は
、同
じ
よ
う
に
子
供
や
遺
族
を
見

守
る
ご
先
祖
の
立
場
と
な
り
ま
す
。人
間

と
し
て
の
寿
命
は
仏
様
の
み
ぞ
知
る
で
す
。

し
か
し
魂
そ
の
も
の
は
、永
遠
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
法
華
経
の
教
え
か
ら
私
達
は

学
び
と
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2023年8月18日（金）

災難対治鈔

女房が7月20日に、私が
8月2日に、コロナに罹患しました。
手洗い・うがいは徹底していたつもり
でしたが、マスクは5類になってから
油断していましたね。棚経前半は清水
上人に頑張って頂き、また様々なお上
人方にも協力してもらい、手分けして
お参りを割り振りました。檀家さんに
も日時を変更してもらったり寺回向や
休みにして頂いたりと、本当に皆さん
にご迷惑をおかけしました。ヒロシマ
断食もキャンセルし、高熱にうなされ
て、まるまる3日間は
寝込んでいました。
葬儀も入り台風も来
たりして、今年のお盆
は本当にキツクて大
変でした。

おきらく

日　記

予
告
記
事

★
唱
題
の
つ
ど
い

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
〜

・
９
月
26
日
（
火
）
秋
彼
岸
結
日

・
10
月
10
日
（
火
）
佐
渡
法
難
聖
日

・
10
月
13
日
（
金
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
11
月
11
日
（
土
）
小
松
原
法
難
聖
日

・
11
月
13
日
（
月
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
12
月
８
日
（
金
）
太
平
洋
戦
争
開
戦

・
12
月
13
日
（
水
）
宗
祖
開
祖
聖
日

★
信
行
会

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜

・
10
月
20
日
（
金
）

・
11
月
17
日
（
金
）

・
12
月
15
日
（
金
）

★
護
持
会
奉
仕
日

時
間
は
い
ず
れ
も
唱
題
後

　
　
　
　
　

昼
食
は
用
意
し
ま
す

・
10
月
13
日
（
金
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
11
月
13
日
（
月
）

・
12
月
13
日
（
水
）

★
運
営
会
議

総
代
・
護
持
会
役
員
は
ご
出
席
下
さ
い
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時

・
10
月
７
日
（
土
）

・
11
月
５
日
（
日
）

・
12
月
２
日
（
土
）

★
お
会
式
報
恩
唱
題
行

・
11
月
22
日
（
水
）　

午
後
５
時
〜

★
お
会
式
報
恩
法
要

・
11
月
23
日
（
祝
）　

午
後
１
時
〜

　

逆
修
法
号
授
与
式

　

特
別
講
師　

淺
野
泰
彰
師

生
前
戒
名
を
授
け
る
儀
式
は
、
年
に
１
回
の

こ
の
お
会
式
の
時
だ
け
で
す
。

希
望
者
に
は
誰
に
で
も
授
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、

お
題
目
信
仰
は
不
可
欠
で
す
。特
別
な
費
用
は
不
要

で
す
が
、
お
供
え
は
お
願
い
し
ま
す
。

居
士
・
大
姉
号
は
本
願
人
の
方
に
限
り
ま
す
。

希
望
者
は
11
月
10
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

★
寺
子
屋
「
れ
ん
こ
ん
」

　

「
高
校
生
に
よ
る
弦
楽
演
奏
会
」

・
10
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

　

兵
庫
高
校
弦
楽
部
出
演

　

編
集
後
記

こ
こ
数
年
、毎
年
夏
に
暑
い
日
中

を
避
け
て「
大
人
の
夜
遊
び
」と

い
う
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
。し
か
し
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
は
イ
カ
な
い
。津
居
山
・
網

野
・
印
南
・
賀
露
・
舞
鶴
。ん
ー
後

は
敦
賀
か
境
港
ぐ
ら
い
し
か
残

っ
て
い
な
い
。成
果
が
で
な
い
の

は
運
な
の
か
腕
な
の
か
…

 

【
智
孝
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

8
月
下
旬
に
子
供
た
ち
が
帰
省

し
て
き
ま
し
た
。Ｃ
М
で
ガ
ッ
キ

ー
が
ゲ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
し
て
い

る
の
を
見
て
、ウ
チ
も
ち
ょ
っ
と

し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
の
つ
も
り
で
買

う
？
と
話
し
て
い
た
の
で
す
が
、

と
う
と
う
実
現
し
て
息
子
に
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
も
ら
い
ま
し
た

(笑
)さ
っ
そ
く
操
作
の
仕
方
を

教
え
て
も
ら
い
智
孝
さ
ん
と
対

戦
し
ま
し
た
が
、所
詮
ゲ
ー
ム
と

あ
な
ど
る
な
か
れ
、意
外
と
真

剣
に
な
り
翌
日
は
肩
や
足
に
疲

労
が
…
。正
月
に
子
供
が
帰
省

し
て
来
る
ま
で
に
負
け
な
い
よ
う

練
習
を
頑
張
る
ぞ
〜
⁉ 

【
陽
子
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

私
が
出
会
っ
た
四
字
熟
語
を
紹

介
し
ま
す
。「
桜
梅
桃
李
」春
の

季
節
に
咲
く
花
が
四
つ
並
ん
だ

熟
語
で
す
。桜
、梅
、桃
、李
の
そ

れ
ぞ
れ
が
美
し
い
花
を
咲
か
せ

る
よ
う
に
、他
人
と
比
べ
る
こ
と

な
く
自
分
自
身
を
磨
く
こ
と
が

大
切
で
、人
の
真
似
で
は
な
く
自

分
ら
し
く
生
き
て
こ
そ
、人
生
を

よ
り
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で

る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。皆
さ
ん
は
周
り
に
流

さ
れ
ず
自
分
ら
し
く
生
き
れ
て

い
ま
す
か
。私
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

【
清
水
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

最
近
は
浮
世
絵
に
興
味
が
あ
り
、

近
世
の
歴
史
に
も
少
し
ず
つ
触

れ
て
み
て
い
ま
す
。す
る
と
一
層
、

昔
と
比
べ
て
便
利
で
平
等
、そ
の

反
面
、窮
屈
で
孤
独
な
現
代
の

姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が「
ど
う
生
き
る
か
」は
、

と
て
も
悩
ま
し
い
問
題
で
す
ね
。

【
高
川
】

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz
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苦しみは人間にとって必要なものであり、しっかりと向き合うことによって本当の強さと幸せを手に入れることが出来る。心はそれらを乗り越えることによって成熟する。そして自分を好きになりましょう。

手
の
掌
を
太
陽
に
透
か
し
て
み
れ
ば

プラン 75

５
月
27
日　

護
持
会
総
会
と
妙
壽
会

６
月
17
日　

寺
子
屋
「
葬
儀
の
ヒ
ミ
ツ
」

７
月
14
日　

社
教
会
総
会
と
研
修
会

７
月
20
日　

兵
庫
県
東
部
寺
院
総
会

７
月
26
日　

青
年
会
主
催
「
蓮
の
実
道
場
」

７
月
30
日　

土
用
丑
の
祈
祷
会

８
月
19
日　

盂
蘭
盆
せ
が
き
法
要

８
月
23
日　

神
楽
町
の
秋
毎
地
蔵
盆

お寺は七五三も
やってるよ～

11月12日(日)午前中
一人8000円(御祈祷料・千歳あめ付)
　　　※ご希望の方はお早めにお申し込みください。


